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(57)【要約】
　湾曲した上面と、湾曲した下面と、近位端部から延在
し、下面の曲率よりも曲率の大きい内部下面を有するチ
ャネルとを有する喉頭鏡挿入セクションが開示されてい
る。挿入セクションは、間接視に最適化された喉頭鏡の
ハードウェアに適合するが、直視も可能である。加えて
、下面と上面との間の距離は中間部分内で最大であり、
かつ近位部分および遠位部分の寸法を最小にできる；そ
れゆえ、使用中に患者の口腔に配置され、最大の力を受
ける中間部分が最も深くなり、それゆえ強度がもたらさ
れる一方、遠位部分および近位部分は、使用中に患者の
気道および口の部位への外傷を最小限にするために寸法
が小さくされる。材料およびサイズは最小限にして挿入
セクションに強度の改善をもたらすさらなる構造上の特
徴も開示されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　近位部分と、中間部分と、遠位部分と、湾曲した上面と、湾曲した下面と、挿入セクシ
ョンの前記近位端部から前記中間部分の少なくとも一部を通って延在し、内部下面を有す
るチャネルとを有する喉頭鏡挿入セクションにおいて、前記内部下面の曲率が前記中間部
分の前記下面の曲率よりも大きい、喉頭鏡挿入セクション。
【請求項２】
　前記下面と前記上面との間の距離が前記中間部分内で最大である、請求項１に記載の喉
頭鏡挿入セクション。
【請求項３】
　前記チャネルの曲率が前記上面の曲率と実質的に等しい、請求項１または２に記載の喉
頭鏡挿入セクション。
【請求項４】
　前記中間部分および前記遠位部分の前記下面の曲率が、前記中間部分と前記遠位部分と
の間の領域における前記下面の曲率によって超えられない、請求項１～３のいずれか１項
に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項５】
　前記下面の曲率が下面の半径によって定義され、および前記上面の曲率が上面の半径に
よって定義され、前記上面の半径が前記下面の半径よりも小さい、請求項１～４のいずれ
か１項に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項６】
　前記下面の曲率が下面の半径によって定義され、および前記内部下面の曲率が内部下面
の半径によって定義され、前記内部下面の半径が前記下面の半径よりも小さい、請求項１
～５のいずれか１項に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項７】
　アパーチャが、前記下面と前記上面との間で前記中間部分を通って延在し、または凹部
が、前記下面と前記チャネルとの間で前記中間部分を通る経路のほとんどに延在する、請
求項１～６のいずれか１項に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項８】
　前記アパーチャまたは前記凹部が細長く、および前記下面に実質的に平行な内部上面を
有する、請求項７に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項９】
　前記アパーチャまたは前記凹部が、前記下面と前記チャネルとの間で前記中間部分を通
って延在する、請求項７または８に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項１０】
　前記チャネルに強化部材が設けられている、請求項１～９のいずれか１項に記載の喉頭
鏡挿入セクション。
【請求項１１】
　前記中間部分に強化要素が設けられている、請求項１～１０のいずれか１項に記載の喉
頭鏡挿入セクション。
【請求項１２】
　前記強化要素が前記遠位部分内に延在する、請求項１１に記載の喉頭鏡挿入セクション
。
【請求項１３】
　前記遠位セクションに強化要素が設けられる、請求項１～１２のいずれか１項に記載の
喉頭鏡挿入セクション。
【請求項１４】
　前記強化要素の少なくとも一部が平面的である、請求項１１～１３のいずれか１項に記
載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項１５】
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　アパーチャが前記下面と前記上面との間で前記中間部分を通って延在し、および前記強
化要素の少なくとも一部が前記下面と前記アパーチャとの間を延在する、請求項１１～１
４のいずれか１項に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項１６】
　前記強化要素が、張力に強い二次原料で構成されたワイヤまたはフィラメントである、
請求項１５に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項１７】
　前記下面と前記アパーチャとの間で前記中間部分を通る複数の強化要素を含む、請求項
１６に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項１８】
　アパーチャが、前記下面と前記上面との間で前記中間部分および前記強化要素を通って
延在する、請求項１０～１７のいずれか１項に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項１９】
　前記強化要素が前記挿入セクションの長さの少なくとも一部に沿って延在し、および前
記強化要素の第１の部分が前記内部表面にほぼ平行であり、および前記強化要素の第２の
部分が前記下面にほぼ垂直であり、および前記強化要素の前記第１および第２の部分が、
前記強化要素が延在する前記喉頭鏡挿入セクションの長さの少なくとも一部に沿って交わ
る、請求項１０～１８のいずれか１項に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項２０】
　前記強化要素の第３の部分が前記上面にほぼ平行であり、および前記強化要素の前記第
１および第２の部分、および前記第２および第３の部分が、前記強化要素が延在する前記
喉頭鏡挿入セクションの長さの少なくとも一部に沿って交わり、それにより、前記強化要
素が、前記喉頭鏡挿入セクションの長さの少なくとも一部に沿って梁の形状に形成される
、請求項１９に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項２１】
　前記チャネルに、カメラ、光源、光導波路、強化部材、画像取込装置、ガス供給装置の
１つ以上が設けられる、請求項１～２０のいずれか１項に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項２２】
　前記チャネルの前記遠位端部にレンズが設けられる、請求項１～２１のいずれか１項に
記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項２３】
　横方向に延在する複数の気管内チューブ案内部材をさらに含み、前記複数の気管内チュ
ーブ案内部材は、そこに挿入されて保持された気管内チューブの前記下面または上面に接
触してそれにより前記気管内チューブの前記下面または上面を案内するように配置された
チューブ案内面を有する、請求項１～２２のいずれか１項に記載の喉頭鏡挿入セクション
。
【請求項２４】
　前記下面が、その長さの全てまたはかなりの部分に沿って前記上面を越えて横方向に延
在する、請求項１～２３のいずれか１項に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項２５】
　少なくとも１つのバトレスが、前記下面および前記下面の外縁から離れるように横方向
に延在する、請求項２４に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項２６】
　前記喉頭鏡挿入セクションの長さに沿った前記下面に垂直な平面と、前記バトレスまた
は各バトレスの前記上面との間の角度が９２～１１５度である、請求項２５に記載の喉頭
鏡挿入セクション。
【請求項２７】
　バトレスが、前記チャネルの前記遠位端部にまたはその付近に位置決めされている、請
求項２４～２６のいずれか１項に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項２８】
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　前記喉頭鏡挿入セクションの長さの一部または全てに沿った前記下面の領域の前記喉頭
鏡挿入セクションの横断面が、外縁の方に向かって先細となり、それにより、１つ以上の
細長いバトレスとして機能する、請求項２４～２７のいずれか１項に記載の喉頭鏡挿入セ
クション。
【請求項２９】
　近位部分と、中間部分と、遠位部分とを有し、上面と、その長さの全てまたはかなりの
部分に沿って前記上面を越えて横方向に延在する下面とを有する喉頭鏡挿入セクションで
あって、少なくとも１つのバトレスが、前記下面および前記下面の外縁から離れるように
横方向に延在する、喉頭鏡挿入セクション。
【請求項３０】
　前記下面と前記バトレスまたは各バトレスの前記上面との間の角度が２～２５度である
、請求項２６に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項３１】
　喉頭鏡挿入部が、前記挿入セクションの前記近位端部から前記中間部分の少なくとも一
部を通って延在するチャネルを含み、およびバトレスが、前記チャネルの前記遠位端部に
またはその付近に位置決めされる、請求項２６または２７に記載の喉頭鏡挿入セクション
。
【請求項３２】
　前記喉頭鏡挿入セクションの長さの一部または全てに沿った前記喉頭鏡挿入の横断面が
、前記下面の外縁の方に向かって先細となり、それにより、１つ以上の細長いバトレスと
して機能する、請求項２６～２８のいずれか１項に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項３３】
　近位部分と、中間部分と、遠位部分と、挿入セクションの前記近位端部から前記中間部
分の少なくとも一部を通って延在するチャネルとを有する喉頭鏡挿入セクションであって
、前記チャネルが、前記チャネルの内面と前記喉頭鏡挿入セクションの外面との間の少な
くとも１つの壁を画成し、前記喉頭鏡挿入セクションは、前記チャネルの長さの全てまた
はかなりの部分に沿って前記喉頭鏡挿入セクションの前記外面を越えて横方向に延在する
下面または上面を有し、少なくとも１つのバトレスは、前記下面および前記下面の外縁か
ら離れて横方向に延在し、および前記チャネルの長さの一部または全てに沿った前記壁ま
たは各壁の厚さが、前記バトレスまたは各バトレスの最大深さの３分の１未満であり、好
ましくは５分の１未満であり、一層好ましくは１０分の１未満である、喉頭鏡挿入セクシ
ョン。
【請求項３４】
　湾曲した上面と、外縁を有する、湾曲した下面とを有する喉頭鏡挿入セクションであっ
て、前記下面が、凹状の横方向曲率を有し、および前記下面に力が加えられていないとき
に、前記下面の前記外縁から前記上面の方に向かって傾斜している、喉頭鏡挿入セクショ
ン。
【請求項３５】
　請求項１～３４のいずれか１項に記載の使い捨て喉頭鏡挿入セクション。
【請求項３６】
　前記上面が、その長さの全てまたはかなりの部分に沿って前記下面を越えて横方向に延
在し、少なくとも１つのバトレスが、前記上面および前記上面の外縁から離れるように横
方向に延在する、請求項１～３５のいずれか１項に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項３７】
　前記喉頭鏡挿入セクションの長さの一部または全てに沿った前記喉頭鏡挿入部の横断面
が、前記上面の外縁の方に向かって先細となり、それにより、１つ以上の細長いバトレス
として機能する、請求項３６に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項３８】
　前記近位部分の前記上面の曲率が、前記中間部分の前記上面の曲率と同じまたは実質的
に同じである、請求項１～３７のいずれか１項に記載の喉頭鏡挿入セクション。
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【請求項３９】
　本体部分と、それに解放可能に固定された、請求項１～３８のいずれか１項に記載の喉
頭鏡挿入セクションとを含む喉頭鏡。
【請求項４０】
　前記本体から細長い部材が延在し、かつ喉頭鏡挿入セクションに摺動式に係合し、前記
細長い部材が、その長さの少なくとも一部に沿って少なくとも１つのキー状表面形状を備
える横断面を有し、および前記チャネルが、前記チャネルの長さの少なくとも一部に沿っ
て少なくとも１つの協働するキー状表面形状を備える横断面を有する、請求項３９に記載
の喉頭鏡。
【請求項４１】
　本体部分および喉頭鏡挿入セクションを含む喉頭鏡であって、前記喉頭鏡挿入セクショ
ンは、前記喉頭鏡本体に接続された近位部分と、中間部分と、遠位部分とを有し、湾曲し
た上面と、湾曲した下面と、前記喉頭鏡挿入セクションの前記近位端部から前記中間部分
の少なくとも一部を通って延在し、内部下面を有するチャネルとを有し、前記内部下面の
曲率が前記下面の曲率よりも大きく、および前記下面と上面との間の距離が、前記中間部
分内で最大となる、喉頭鏡。
【請求項４２】
　前記近位部分が、前記喉頭鏡挿入セクションを前記喉頭鏡本体に解放可能に固定する係
合構造を含む、請求項４１に記載の喉頭鏡。
【請求項４３】
　前記チャネルに強化部材が設けられる、請求項４１または４２に記載の喉頭鏡。
【請求項４４】
　少なくとも前記中間部分に強化要素が設けられる、請求項４１～４３のいずれか１項に
記載の喉頭鏡。
【請求項４５】
　前記チャネルに、カメラ、光源、光導波路、強化部材、画像取込装置、ガス供給装置の
うちの１つ以上が設けられる、請求項４１～４３のいずれか１項に記載の喉頭鏡。
【請求項４６】
　前記本体から延出するハードウェア含有部材を含み、前記ハードウェア含有部材が前記
チャネル内に摺動式に収容される、請求項４１～４５のいずれか１項に記載の喉頭鏡。
【請求項４７】
　前記ハードウェア含有部材が強化部材として機能する、請求項４６に記載の喉頭鏡。
【請求項４８】
　前記ハードウェア含有部材が、カメラ、光源、光導波路、強化部材、画像取込装置、ガ
ス供給装置のうちの１つ以上または全てを含む、請求項４６または４７に記載の喉頭鏡。
【請求項４９】
　前記喉頭鏡挿入セクションの少なくとも前記中間部分に強化要素が設けられる、請求項
３９～４８のいずれか１項に記載の喉頭鏡。
【請求項５０】
　アパーチャが、前記下面と前記上面との間で前記中間部分を通って延在し、および前記
強化要素の少なくとも一部が前記下面と前記アパーチャとの間に延在する、請求項４９に
記載の喉頭鏡。
【請求項５１】
　アパーチャが前記中間部分および前記強化要素を通って、前記下面と前記上面との間で
延在する、請求項４９または５０に記載の喉頭鏡。
【請求項５２】
　前記下面が、その長さのかなりの部分の全てに沿って前記上面を越えて横方向に延在し
、少なくとも１つのバトレスが、前記下面および前記下面の外縁から離れて横方向に延在
する、請求項３９～５１のいずれか１項に記載の喉頭鏡。
【請求項５３】
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　本体部分と、それに解放可能に固定された喉頭鏡挿入セクションとを含む喉頭鏡であっ
て、前記喉頭鏡挿入セクションが、前記喉頭鏡本体に接続された近位部分と、中間部分と
、遠位部分とを有し、前記喉頭鏡挿入セクションが、上面と、その長さの全てまたはかな
りの部分に沿って前記上面を越えて横方向に延在する下面とを有し、および少なくとも１
つのバトレスが、前記下面および前記下面の外縁から離れて横方向に延在する、喉頭鏡。
【請求項５４】
　前記喉頭鏡挿入セクションの長さに沿った前記下面に垂直な平面と、前記バトレスまた
は各バトレスの前記上面との間の角度が９２～１１５度である、請求項５２または５３に
記載の喉頭鏡。
【請求項５５】
　喉頭鏡本体と、前記喉頭鏡本体に解放可能に接続するための近位部分、中間部分、およ
び遠位部分を有し、湾曲した上面および湾曲した下面、および前記挿入セクションの前記
近位端部から前記中間部分の少なくとも一部を通って延在し、内部下面を有するチャネル
を有する喉頭鏡挿入セクションとを含むキットであって、前記内部下面の曲率が前記下面
の曲率よりも大きい、キット。
【請求項５６】
　前記下面と前記上面との間の距離が前記中間部分内で最大となる、請求項５５に記載の
キット。
【請求項５７】
　曲率が異なる複数の喉頭鏡挿入セクションの下面を含むが、同じ曲率の内部下面を備え
るチャネルを有する、請求項５５または５６に記載のキット。
【請求項５８】
　請求項１～３８のいずれか１項に記載の複数の喉頭鏡挿入セクションを含む、請求項５
５～５７のいずれか１項に記載のキット。
【請求項５９】
　サイズの異なる喉頭鏡挿入セクションを含む、請求項５８に記載のキット。
【請求項６０】
　湾曲した上面と、湾曲した下面と、前記喉頭鏡挿入セクションの長さの少なくとも一部
を通って延在し、内部下面を有するチャネルとを有する喉頭鏡挿入セクションであって、
少なくとも１箇所において、前記チャネルの前記内部下面と、前記チャネルの直接下方に
ある前記下面との間の距離が、２ｍｍを上回る、喉頭鏡挿入セクション。
【請求項６１】
　本体と、喉頭鏡挿入セクションに摺動式に係合する、前記本体から延出する細長い部材
とを含む挿管器具であって、前記細長い部材が、その長さの少なくとも一部に沿って少な
くとも１つのキー状表面形状を備える横断面を有し、および前記チャネルが、前記チャネ
ルの長さの少なくとも一部に沿って少なくとも１つの協働するキー状表面形状を備える横
断面を有する、挿管器具。
【請求項６２】
　前記キー状表面形状が、前記細長い部材および前記チャネルの全長に沿って延在する、
請求項６１に記載の挿管器具。
【請求項６３】
　前記キー状表面形状が、前記チャネルおよび前記細長い部材の横断面の外周に延在する
、請求項６１または６２に記載の挿管器具。
【請求項６４】
　前記細長い部材が、画像取込手段、光源および強化部材のうちの１つ以上を含む、請求
項６１～６３のいずれか１項に記載の挿管器具。
【請求項６５】
　前記細長い部材が、その長さに沿って一定の横断面を有する、請求項６１～６４のいず
れか１項に記載の挿管器具。
【請求項６６】
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　前記細長い部材および前記チャネルの横断面が、前記挿入セクションの長さの少なくと
も一部に沿って前記挿入セクションの横断面に全体的に一致する、請求項６１～６５のい
ずれか１項に記載の挿管器具。
【請求項６７】
　前記挿入セクションは、前記チャネルに実質的に平行する、前記挿入セクションの少な
くとも一部を通って延在する別のチャネルを含み、前記別のチャネルは、光源を有するま
たはそれを収容するようなサイズにされている、請求項６１～６６のいずれか１項に記載
の挿管器具。
【請求項６８】
　前記チャネルおよび別のチャネルが、共に、前記挿入セクションの長さの少なくとも一
部に沿って前記挿入セクションの横断面に全体的に一致するように配置される、請求項６
７に記載の挿管器具。
【請求項６９】
　前記細長い部材および前記チャネルの横断面がそれらの長さの少なくとも一部に沿って
Ｌ字形状であり、前記チャネルの一部分が、前記挿入セクションの前記下面にほぼ平行に
整列されている、請求項６１～６８のいずれか１項に記載の挿管器具。
【請求項７０】
　前記挿入セクションが、１つ以上の外縁の方に向かって先細となり、および前記チャネ
ルおよび前記細長い部材の横断面が、対応したテーパ付きのプロファイルを備える、請求
項６９に記載の挿管器具。
【請求項７１】
　前記細長い部材が連続的な外部面を有する、請求項６１～７０のいずれか１項に記載の
挿管器具。
【請求項７２】
　湾曲した上面と、湾曲した下面とを有する喉頭鏡挿入セクションであって、前記挿入セ
クションの中間部分において、前記上面および前記下面が実質的に一定の半径の湾曲を有
し、前記上面の曲率半径が前記下面の曲率半径を下回る、喉頭鏡挿入セクション。
【請求項７３】
　前記上面が、前記挿入セクションの近位部分において同じ曲率半径を有し、前記挿入セ
クションの前記近位部分および中間部分の前記上面が円弧を描くようにする、請求項７２
に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項７４】
　前記中間部分において、前記下面の曲率半径が４０ｍｍ～２２０ｍｍである、請求項７
２または７３に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項７５】
　前記中間部分において、前記下面の曲率半径が４０ｍｍ～２２０ｍｍである、請求項７
２～７４のいずれか１項に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項７６】
　前記下面の曲率中心が前記上面の曲率中心よりも前記中心線に近い、請求項７２～７５
のいずれか１項に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項７７】
　前記挿入セクションと前記下面の曲率中心との間の距離が、前記挿入セクションと前記
上面の曲率中心との間の距離よりも大きい、請求項７２～７６のいずれか１項に記載の喉
頭鏡挿入セクション。
【請求項７８】
　前記挿入セクションが、気管内への挿管の最中に、使用者が前記気管を直視または間接
視できるように構成されている、請求項７２～７７のいずれか１項に記載の喉頭鏡挿入セ
クション。
【請求項７９】
　湾曲した上面と、湾曲した下面とを有する喉頭鏡挿入セクションであって、前記挿入セ
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クションの近位部分では、前記上面および前記下面が、実質的に同心円の弧を描く、喉頭
鏡挿入セクション。
【請求項８０】
　湾曲した上面と、湾曲した下面と有する喉頭鏡挿入セクションであって、前記挿入セク
ションの中間部分において、前記上面および前記下面が実質的に一定の半径の湾曲を有し
、前記上面の曲率中心および前記下面の曲率中心が少なくとも１５ｍｍ離れている、喉頭
鏡挿入セクション。
【請求項８１】
　前記中間部分において、前記下面の曲率中心と前記上面の曲率中心との間の距離が２５
～７５ｍｍの範囲である、請求項８０に記載の喉頭鏡挿入セクション。
【請求項８２】
　本体部分と、請求項７２～８１のいずれか１項に記載の喉頭鏡挿入セクションとを含む
喉頭鏡。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、喉頭鏡挿入セクションの分野、特に喉頭鏡のハードウェアを収容するように
適合された、または一回使用もしくは限定的使用の喉頭鏡と一体式の、一回使用もしくは
限定的使用の喉頭鏡挿入セクションに関する。
【背景技術】
【０００２】
　喉頭鏡は、口および気管での医療行為でよく使用される医療機器であり、および声門ま
たは喉頭を見るため、または舌、声門または喉頭を巧みに扱って、気管内チューブ、また
は別個の器具としてもまたは喉頭鏡と一体であってもよい内視鏡などの他の器械の挿入を
容易にするために使用し得る。
【０００３】
　喉頭鏡は、一般に、細長いセクションである挿入セクションを含み、挿入セクションは
、挿管などの医療行為の最中に患者の口腔の方へ向かってそこまで延在する。喉頭鏡挿入
セクションは、一般に、通常ハンドルとして機能するかまたは挿入セクションに取り外し
可能に取り付け可能である本体に接続され（一体的にまたは取り外し可能に）、ハンドル
、および使用中に患者の口腔まで延在する部分は一体化されている。
【０００４】
　Ｍｉｌｌｅｒ型またはＷｉｓｃｏｎｓｉｎ型挿入セクションなどのいくつかの公知の喉
頭鏡挿入セクションは、実質的に平坦である。しかしながら、喉頭鏡の挿入セクションは
、患者の喉頭に向かう患者の口腔咽頭部を通って上手く入るようにするために、通常は曲
っている。いくつかの公知の挿入セクションは第１および第２の直線部分を含み、それら
直線部分の間には曲げ部があるか、または、少なくとも一部が湾曲している。
【０００５】
　本明細書および特許請求の範囲内では、下面は、使用中に患者の舌に面する挿入セクシ
ョンの面である。従って、下面は、近位部分を喉頭鏡本体に機械的に固定する手段、挿入
セクションから横方向に延在するチューブ案内要素、および／またはチューブガイドに固
定される気管内チューブの任意の面などの喉頭鏡挿入セクションの付属的な機能として定
義されない。
【０００６】
　反対側面を上面と称する。下、下方、上および上方などの用語は、対応して使用される
。上－下の軸は、上方向および下方向に平行に延在する仮想軸である。
【０００７】
　用語遠位および遠位には、使用中に患者の気管の方に延在する挿入セクションの端部の
方に向かっていることを指し、および用語近位および近位には、使用中に、医療行為を行
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う人の方に向かっていることを指す。
【０００８】
　深さ、または厚さは、喉頭鏡挿入セクションの長さに沿った任意の点における、下面と
上面との間の距離を意味する。
【０００９】
　幅は、場合によっては下面または上面に平行な、挿入セクションの近位－遠位の主軸（
すなわち挿入セクションの長さに沿った軸）に垂直な、喉頭鏡挿入セクションを横切る距
離を意味する。
【００１０】
　横方向には、挿入セクションの近位－遠位の軸にほぼ垂直であることを意味する。
　無菌性を保証するために、および喉頭鏡全体を繰り返し滅菌する必要性を回避するため
に、現代の喉頭鏡の挿入セクションはしばしば取り外し可能であり、かつ例えばカメラ、
イメージガイド、光源などのハードウェア用の使い捨ての保護カバーを含み、およびその
保護カバーは、喉頭鏡本体に、例えば、本体からまたは本体の周りにまたはその一部に延
在するハードウェア含有部材に固定可能である。
【００１１】
　患者への外傷を最小限にするために、および別の医療装置を口腔または気道に挿入する
ための余裕を最大限にするために、喉頭鏡および特に喉頭鏡挿入セクションのサイズを、
好ましくは、特に挿入セクションの遠位部分では最小限に保つ。
【００１２】
　加えて、喉頭鏡による医療行為は、喉頭鏡に力を加えて操作することが必要となり得る
ため、挿入セクションおよび医療機器全体が、軽量で機械的に頑丈であることがさらに望
ましい。
【００１３】
　それゆえ、頑丈な挿入セクションを作製することが可能であるが、強度を出すことは、
軽量さおよび大型寸法を犠牲にすることがあり、および比較的薄型の挿入セクションを作
製することが可能であったが、これは、ある種の医療行為への耐久性または適合性を犠牲
にしており、および使い捨て喉頭鏡挿入セクションは使用中にクラッキングしやすく、使
い捨て部分を交換する必要があるか、またはもっと悪い場合には負傷させるまたは感染症
の危険が高まる、または作業を困難にするほど大きいことが分かっている。さらに、挿入
セクションが過度の力の下で曲がり過ぎると、喉頭の視界が悪くなり得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明の第１の態様によれば、近位部分と、中間部分と、遠位部分と、湾曲した上面と
、湾曲した下面と、挿入セクションの近位端部から中間部分の少なくとも一部を通って延
在し、内部下面を有するチャネルとを有する喉頭鏡挿入セクションであって、内部下面の
曲率が中間部分の下面の曲率よりも大きい、喉頭鏡挿入セクションが提供される。
【００１５】
　好ましくは、下面と上面との間の距離は中間部分内で最大となる。
　それゆえ、喉頭鏡挿入セクションの厚さ従って強度は、中間部分において最大である。
使用中、挿入セクションが喉頭鏡に固定されて、患者の口に挿入されたら（このプロセス
は一般に大きな機械的な力を用いずに行われ得る）、本発明の挿入セクションは、患者の
歯の領域である近位部分、および患者の喉頭の領域である遠位部分における、余裕が制限
される個所において狭小であり、および患者の口腔においてより空間のある中間部分にお
いて厚みがある。それゆえ、機械的な力が加えられると、患者の歯への損傷は最小限に保
たれ得る。
【００１６】
　（患者の気道を巧みに扱うことによって喉頭鏡挿入セクションの遠位部分に加えられた
力、および開業医による喉頭鏡本体の操作によって近位部分に加えられた力からの）喉頭
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鏡挿入セクション内の応力が、一般に中間部分に集中するので、中間部分における公知の
喉頭鏡挿入セクションのクラッキングや、さらには折れが、公知の潜在的危険性であるこ
とが分かっている。さらに、挿入セクションが過度の力の下で曲がり過ぎる場合、喉頭の
視界が悪くなる可能性がある。それゆえ、本発明は、好都合には、使用中に、最大の応力
を受けかつ最大の空間を利用可能な部分に、最大の機械的強度をもたらす。
【００１７】
　近位部分は、喉頭鏡挿入セクションを喉頭鏡本体に解放可能に固定する係合構造を含み
得る。喉頭鏡本体は喉頭鏡ハンドルを含んでもよい。挿入セクションが喉頭鏡ハンドルを
含んでもよい。喉頭鏡本体はチャネルに少なくとも部分的には嵌ってもよい。喉頭鏡本体
はビデオカメラを含んでもよい。
【００１８】
　一般に、チャネルは、挿入セクションの近位端部から近位部分を通りおよび中間部分の
少なくとも一部（または全て）を通って延在する。
【００１９】
　チャネルは、その長さの全てまたはかなりの部分に沿って一定の横断面を有し得る。
　喉頭鏡挿入セクションに位置決めされた画像取込装置を経由して、一体型またはリモー
トのスクリーンに患者の口腔内の視野像を提供するビデオ喉頭鏡が、現在、広く用いられ
ている。本発明は、直接的もしくは間接的な喉頭鏡検査に用いることができるまたは直接
的もしくは間接的な喉頭鏡検査のいずれかに好適な装置を提供できるが、ビデオ喉頭鏡は
、一般に声門または気管の間接視を提供するために使用される。喉頭鏡が、細長いハード
ウェア含有部材含み、ハードウェア含有部材は、一般に剛性であり、本体から延在し、お
よび取り外し可能な喉頭鏡挿入セクションのチャネルに摺動式に収容されるようなサイズ
にされ、細長い部材が、挿入セクションの下面とほぼ同じ曲率を有して、挿入セクション
の寸法を最小にすることが知られている。
【００２０】
　喉頭鏡挿入セクションが、それらの遠位端部付近で前方に湾曲し（上昇し）、患者の口
腔の前面部の像を改善することが知られている。そのような装置は、良好な直視を提供し
ない。ある種の医療行為、または特定の状況下（例えば、スクリーンを見ることを困難に
する照明条件、またはビデオ喉頭鏡への電力を失っているときなどの緊急事態）での医療
行為では、開業医が直視することが必要である。
【００２１】
　本発明の喉頭鏡挿入セクションは、好ましくは、使用中に、直視を可能にする十分に低
曲率の下面を備えるが、大きな曲率のチャネルを備え、ビデオ喉頭鏡のハードウェア含有
部材の曲率を、対応して大きな曲率にする。
【００２２】
　それゆえ、本発明は、取り外し可能な挿入セクションと共に使用するように適合されか
つ間接的な前面部の像を提供するように最適化されたビデオ喉頭鏡を、直視できるように
挿入セクションに接続することができる。
【００２３】
　一般に、チャネルの曲率は、上面の曲率に実質的に等しい。それゆえ、挿入セクション
の寸法は最小に保たれ得る。
【００２４】
　一部の実施形態では、中間部分および遠位部分の下面の曲率は、中間部分と遠位部分と
の間の境界面領域における下面の曲率によって超えられている。それゆえ、遠位部分（一
般に喉頭鏡ブレードとして形成される）は、遠位端部の方に向かって真っすぐになるまで
、中間部分からより強い湾曲でまたはより前方に延在し、遠位部分と中間部分との間の境
界面領域における下面および上面の領域の曲率が大きくなるようにして（隣接する領域と
比べて）、ビデオ喉頭鏡と共に使用するときの前面部の像を改良する。
【００２５】
　一部の実施形態では、中間部分および遠位部分の下面および／または上面の曲率は、中
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間部分と遠位部分との間の境界面領域における下面および／または上面の曲率によって超
えられていない。それゆえ、中間部分と遠位部分との間に滑らかな移行部が提供され、曲
率が大きくなる領域において応力が集中しないようにする（例えば遠位部分が中間部分か
らある角度をなして延在する場合のように）。それゆえ、そのような喉頭鏡挿入セクショ
ンは、かなりの機械的な力を加えることを必要とする医療行為に最も好適とし得る。
【００２６】
　遠位部分は、一般に、その長さに沿って先細となり、先端部で最小となる厚さを有する
。
【００２７】
　一部の実施形態では、下面の曲率が下面の半径によって規定され、および上面の曲率が
上面の半径によって規定され、上面の半径は下面の半径よりも小さい。内部下面の曲率は
、内部下面の半径によって規定されてもよく、内部下面の半径は下面の半径よりも小さい
。
【００２８】
　一部の実施形態では、アパーチャが、下面と上面との間で中間部分を通って延在する。
アパーチャは細長くてもよく、かつ下面に実質的に平行な内部上面を有してもよい。
【００２９】
　そのように位置決めされたアパーチャは、下面にかかる表面応力を低減させる。使用中
に喉頭鏡挿入セクションが曲がると（遠位部分および／または近位部分に加えられる力か
ら）、下面に張力が加えられ、かつ上面は圧縮される。下面はまた上面の方に向かい、そ
れゆえ力が、前記面の双方にほぼ垂直に生成される。アパーチャ、および特に細長いアパ
ーチャを設けることにより、下面は上面に対して動くことができ、それゆえ下面の領域に
おいて、使用中に前記面の双方にほぼ垂直に生成される応力を緩和する。
【００３０】
　喉頭鏡挿入セクションは、下面と上面との間で、中間部分（および、一部の実施形態で
は、遠位部分および／または近位部分）を通って延在する複数のアパーチャを含んでもよ
い。
【００３１】
　１つ以上のアパーチャを設けることによって、喉頭鏡挿入セクションの材料の総量を最
小限にすることができ、それにより、医療機器の質量を低減させて、使用中の患者の外傷
を最小限にする。挿入セクションの質量の低減はまた、喉頭鏡の均衡状態も改善し、装置
を使用しやすくする。
【００３２】
　さらに、挿入セクションの所与の質量およびサイズでは、中間部分にアパーチャを設け
ることによって、使用中に下面に力が加えられると、遠位部分よりも中間部分の柔軟性を
増大させる。これは、一般に喉頭鏡の使用中に発生する喉頭鏡挿入セクションの遠位部分
の数ミリメートルの撓みが、患者の気管および喉頭蓋の直視（または、適用される場合に
は、間接視）を損い得るため、特に好都合である。この問題は、中間部分が柔軟性を有す
る場合には、同じ程度では発生しない。実際に、使用中に中間部分が柔軟性を有するとき
の（前記アパーチャまたは各アパーチャによってもたらされた）下面の中間部分の曲率の
減少は、直視をさらに改良する。それゆえ、直視は、下面の遠位部分の柔軟性の低下およ
び中間部分の柔軟性の増加の双方によって改良される。
【００３３】
　それゆえ、中間部分に１つ以上のアパーチャを設けることが好都合である。
　さらに、喉頭鏡挿入セクションは、一般にプラスチック材料を含み、および高温でプラ
スチック材料を成形または押出することによって製造され得る。それゆえ、例えば１つ以
上のアパーチャを設けることまたは上面と実質的に同じ曲率を有するチャネルを設けるこ
とによって、または本明細書で説明する材料の量を低減させる任意の他の手段によって、
材料の量を最小にすることは、製造中の挿入セクションの熱容量および熱エネルギーの蓄
積を低下させて、製造中の温度変化によってもたらされる応力が挿入セクションの材料内
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にあまり存在しなくなり、それにより、より一貫性のある機械的性質を有する挿入セクシ
ョンの作製が可能となる。加えて、最小限の材料を使用することにより、材料費を最小限
にでき、かつまたより迅速に製造できるようにして（例えば、高温での射出成形または押
出に続いてプラスチック材料をより迅速に冷却するゆえに）、コストを削減する。それゆ
え、使い捨て挿入セクションは、広範囲の医療行為にコスト効率よく用いられ得る。
【００３４】
　前記（または各）アパーチャは、下面とチャネルとの間で中間部分を通って延在し得る
。
【００３５】
　一部の実施形態では、アパーチャの代わりに、下面とチャネルとの間で中間部分を通る
経路の大部分（一般に少なくとも８０％または少なくとも９０％）に延在する凹部を設け
る。凹部のオプション機能は、アパーチャについて上記で示したものに対応する。アパー
チャが一般的に好ましいが、前記凹部を使用して、アパーチャの利益のいくつかを得ても
よい。
【００３６】
　任意選択で、チャネルに強化部材が提供されてもよい。強化部材は、喉頭鏡本体から延
在し、かつ喉頭鏡挿入セクションと一体でもよい。喉頭鏡挿入セクションは、喉頭鏡本体
から取り外し可能でもよく、および強化部材は、チャネルから摺動式に取り外し可能でも
よい。
【００３７】
　一部の実施形態では、中間部分に強化要素が提供される。強化要素は挿入セクションと
一体でもよい。例えば、プラスチック材料が、製造中に強化要素（例えば金属性強化要素
）の周りに形成されてもよい。
【００３８】
　強化要素は遠位部分内にさらに延在してもよい。
　複数の別個の強化要素が提供されてもよい。
【００３９】
　その代わりに、またはそれに加えて、遠位部分は１つ以上の強化要素を含み、使用中、
中間部分と比較して遠位部分の柔軟性をさらに低下させ得る。
【００４０】
　好ましくは、強化要素の少なくとも一部は平面的である。
　強化要素はプリント回路基板とし得る。プリント回路基板は、喉頭鏡挿入セクション（
およびハンドル）の平面に向けられ得る。
【００４１】
　アパーチャが下面と上面との間で中間部分を通って延在する実施形態では、強化要素の
少なくとも一部は、下面とアパーチャとの間に延在し得る。それゆえ、使用中に力が加え
られるときに、最大の張力下に配置される喉頭鏡挿入セクションの部分は、最も好ましく
は張力に強い材料（例えば金属）で構成されるまたはそれを含む強化要素によって、補強
され得る。
【００４２】
　アパーチャが中間部分を通って延在し得る実施形態では、アパーチャは、下面と上面と
の間で強化要素を通って延在する。それゆえ、単一の強化要素が、使用中最大の張力下に
配置される喉頭鏡挿入セクションの部分に強度をもたらし、かつ器具の１つ以上の他の部
分に強度をもたらし得る。
【００４３】
　好ましくは、強化要素は、挿入セクションの長さの少なくとも一部に沿って延在し、強
化要素の第１の部分は内部表面にほぼ平行であり、および強化要素の第２の部分は下面に
ほぼ垂直であり、および強化要素の第１および第２の部分は、強化要素が延在する喉頭鏡
挿入セクションの長さの少なくとも一部に沿って交わる。
【００４４】
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　強化要素の第３の部分は、一部の実施形態では、上面にほぼ平行であってもよく、およ
び強化要素の第１および第２の部分、ならびに第２および第３の部分は、強化要素が延在
する喉頭鏡挿入セクションの長さの少なくとも一部に沿って交わり、それにより、強化要
素は、喉頭鏡挿入セクションの長さの少なくとも一部に沿って梁の形状に形成される。
【００４５】
　それゆえ、強化要素は、その長さの少なくとも一部に沿ってＬ字形状のまたは梁の形状
の横断面を有し得る。強化要素は、Ｕ字形状またはＩ字形状とし得る。従って、強化要素
によって追加的な強度がもたらされ得る（または、より少ない材料を使用して、強化要素
によって強度がもたらされ得る）。
【００４６】
　喉頭鏡挿入セクションは、使用中に、最も高い力が伝達されるおよび／またはそうでな
ければ最大量に曲げられることの原因となる領域に位置決めされた複数の強化要素（挿入
セクションと一体とし得る）を含んでもよい。
【００４７】
　例えば、挿入セクションは、遠位部分に１つ以上の強化要素を含んでもよい。一般に、
遠位部分は、挿入セクションの遠位端部の方に向かって狭小となる（それゆえ、喉頭鏡ブ
レードとして形成される）。一般に、また、遠位部分を通して患者の気管および喉頭蓋に
力が加えられる。それゆえ、公知の喉頭鏡挿入セクションの遠位部分は、曲がることが分
かっており、および／または適切な堅さをもたらすように追加的な材料およびサイズを必
要とする。１つ以上の強化要素を提供することによって、より小さな遠位部分を使用でき
るようになる。
【００４８】
　例えば、挿入セクションは、それに加えて（またはその代わりに）、中間部分と遠位部
分との間の領域に強化要素を含んでもよい。特に遠位部分が非常に堅固である場合、この
領域で応力が高まる。
【００４９】
　例えば、挿入セクションは、それに加えて（またはその代わりに）、アパーチャとチャ
ネルとの間に、中間部分の長さに沿った下面にほぼ平行に延在する１つ以上の細長い強化
要素を含んでもよい。１つまたは複数の細長い強化要素は、ワイヤ（例えば金属ワイヤ）
または張力に強い材料（プラスチックまたは複合材料など）のより糸またはフィラメント
とし得る。
【００５０】
　前記強化要素または各前記強化要素は、一般に金属強化要素（例えばステンレス鋼）で
あるが、任意の好適な二次原料、例えば硬質プラスチック材料または複合材料などで構成
されていてもよい。
【００５１】
　チャネルに、カメラ、光源、光導波路、強化部材、画像取込装置、ガス供給装置のうち
の１つ以上を設けてもよい。チャネルの遠位端部にレンズを設けてもよい。
【００５２】
　一部の実施形態では、喉頭鏡挿入セクションは、そこから横方向に延在する複数の気管
内チューブ案内部材をさらに含み、気管内チューブ案内部材は、そこに挿入されて保持さ
れた気管内チューブの下面または上面と接触してそれにより案内するように配置されるチ
ューブ案内面を有する。
【００５３】
　一般に、下面は、その長さの全てまたはかなりの部分に沿って上面を越えて横方向に延
在する。例えば、上面の幅は、チャネルの幅によって決定されてもよく、および下面（使
用中、舌を巧みに扱うように機能する）は、片側または両側においてチャネル（それゆえ
上面）の幅を越えて延在する。
【００５４】
　好ましい実施形態では、少なくとも１つのバトレスが下面および下面の外縁から離れて
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横方向に延在する。それゆえ、バトレスを通る挿入セクションの横断面はほぼ三角形であ
り、および力を伝達するように機能し、それにより、使用中に、上面を越えて横方向に延
在する下面を支持する。
【００５５】
　上面は、同様に、その長さの全てまたはかなりの部分に沿って、下面を越えて横方向に
延在してもよい。例えば、下面は、挿入セクションの一方の側において上面を越えて延在
してもよく、および上面は、挿入セクションの他方の側において下面を越えて延在しても
よい。従って、上面は、同様に、上面および上面の外縁から離れて横方向に延在する少な
くとも１つのバトレスを備えてもよい。
【００５６】
　喉頭鏡挿入セクションの長さに沿った下面（または場合によっては上面）に垂直な平面
と、前記バトレスまたは各バトレスの上面（または場合によっては前記バトレスまたは各
バトレスの下面）との間の角度は、好ましくは９０～１２５度、一層好ましくは９２～１
２５度、最も好ましくは９２～１１５度である。好ましい実施形態では、角度は約１１５
度である。
【００５７】
　一部の実施形態では、バトレスが、チャネルの遠位端部にまたはその付近に位置決めさ
れる。一般に、中間部分と遠位部分との間の領域において最大の応力が生じ、および一般
に、チャネルは、中間部分を通ってこの高応力領域まで延在する。それゆえ、この領域の
バトレスは、最も有益な個所である、下面および挿入セクションに対する全体的な支持を
提供する。特に、チャネルに強化部材が設けられる場合、バトレスをそのように位置決め
して提供することによって、応力を最も効率的に強化部材に伝達できる。その代わりに、
またはそれに加えて、強化部材またはその一部分は、そのように位置決めされたバトレス
からの応力を受けるように位置決めしてもよい。
【００５８】
　一部の実施形態では、喉頭鏡挿入セクションの長さの一部または全てに沿った下面（お
よび／または上面）の領域における喉頭鏡挿入セクションの横断面は、外縁の方に向かっ
て先細となり、それにより、１つ以上の細長いバトレスとして機能する。
【００５９】
　従って、本発明は、第２の態様において、近位部分と、中間部分と、遠位部分とを有し
、上面と、その長さの全てまたはかなりの部分に沿って上面を越えて横方向に延在する下
面とを有する喉頭鏡挿入セクションであって、少なくとも１つのバトレスが、下面および
下面の外縁から離れて横方向に延在する、喉頭鏡挿入セクションに範囲を広げる。
【００６０】
　喉頭鏡挿入セクションの長さに沿った下面（または場合によっては上面）に垂直な平面
と、前記バトレスまたは各バトレスの上面（または場合によっては前記バトレスまたは各
バトレスの下面）との間の角度は、好ましくは９０～１２５度、一層好ましくは９２～１
３５度、最も好ましくは９２～１１５度である。好ましい実施形態では、角度は約１１５
度である。
【００６１】
　チャネルが、近位端部から中間部分の少なくとも一部を通って延在してもよく、および
、一部の実施形態では、バトレスが、チャネルの遠位端部にまたはその付近に位置決めさ
れる。
【００６２】
　喉頭鏡挿入セクションの長さの一部または全てに沿った喉頭鏡挿入部の横断面は、下面
（および／または上面）の外縁の方に向かって先細となり、それにより、１つ以上の細長
いバトレスとして機能する。
【００６３】
　一部の実施形態では、チャネルに強化部材（または、強化部材として機能するまたはそ
れを含むハードウェア含有部材）が提供されてもよい。使用中、挿入セクションが喉頭鏡
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本体に接続されるときに、強化部材はチャネルに摺動式に収容されてもよく、またはチャ
ネルは、強化部材（または、強化部材として機能するまたはそれを含むハードウェア含有
部材）を摺動式に収容するようなサイズにされてもよい。
【００６４】
　使用中にかなりの力を受ける喉頭鏡挿入セクションのバトレス領域は、他の場所に使用
される材料を少なくすることができ、それゆえ、材料の総量を最小限に保つ（それゆえ、
重量配分、コストおよび製造の一貫性を改善する）。これはより効率的であり、および無
駄を削減することができる。同様に、１つ以上のアパーチャを使用することによる材料の
削減が、他の構造要素、例えばバトレスなどに利用できる材料を増やす。
【００６５】
　喉頭鏡挿入セクションは、挿入セクションの長さ部分に平行に延在する複数のほぼ三角
形のプリズム形態を含んでもよい。例えば、１つ以上のバトレスは、ほぼ三角形のプリズ
ムの横断面を有してもよい。
【００６６】
　強化部材を含む（または摺動式に収容される強化部材と共に使用するように適合された
）実施形態では、チャネルの壁の厚さは、そのようなバトレスまたはバトレス領域のない
挿入セクションと比較して、著しく薄くなってもよい。
【００６７】
　例えば、チャネルを含む公知の喉頭鏡挿入セクションは、一般に、初めから終りまで一
定の厚さの材料を含み、かつシートメタルまたは押出されたプラスチックから製造される
。その結果、いくつかの領域には余分に材料が存在し、および他の領域では材料（および
強度）が不十分となり、全体的な機械的性質が落ちるとし得る。その一方、本発明の挿入
セクションは、異なる領域には異なる厚さの材料を備え、例えば、チャネル（強化部材を
有するまたは強化部材と共に使用されるように適合されたチャネル）の壁においては１ｍ
ｍ未満の厚さから、バトレス領域においては３～９ｍｍまで、変化する。
【００６８】
　一部の実施形態では、チャネルの壁の厚さは、約０．６ｍｍ、または０．１ｍｍとし得
る。
【００６９】
　従って、本発明は、近位部分と、中間部分と、遠位部分と、挿入セクションの近位端部
から中間部分の少なくとも一部を通って延在するチャネルとを有する喉頭鏡挿入セクショ
ンであって、チャネルが、チャネルの内面と挿入セクションの外面との間の少なくとも１
つの壁（直線でもまたは湾曲していてもよい）によって画成され、喉頭鏡挿入セクション
が、チャネルの長さの全てまたはかなりの部分に沿って喉頭鏡挿入セクションの外面を越
えて横方向に延在する下面または上面を有し、および少なくとも１つのバトレスが、下面
および下面の外縁から離れて横方向に延在し、チャネルの長さの一部または全てに沿った
前記壁または各壁の厚さが、前記バトレスまたは各バトレスの最大深さの３分の１未満、
好ましくは５分の１未満、一層好ましくは１０分の１未満である、喉頭鏡挿入セクション
に範囲を広げる。
【００７０】
　一部の実施形態では、チャネルの長さの一部または全てに沿った前記壁または各壁の厚
さは、１．５ｍｍ未満、好ましくは１．３ｍｍ未満、または１ｍｍ未満であり、および約
０．７ｍｍ、または約０．１ｍｍとし得る。
【００７１】
　例えば、チャネルの壁の１つ以上の厚さは０．１～１ｍｍとし、および１つ以上のバト
レスまたは挿入セクションの他の構造要素の厚さは、２～８ｍｍとし得る。
【００７２】
　第２の態様の挿入セクションのさらなる好ましいおよびオプションの機能は、第１の態
様の好ましいおよびオプションの機能に対応する。
【００７３】
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　第１または第２の態様による喉頭鏡挿入セクションは、使い捨て可能とし、または限定
的使用または一回使用に適合されている。挿入セクションは、例えば使えなくする（ｓｐ
ｏｉｌｉｎｇ）手段を含んでもよい。
【００７４】
　第１または第２の態様の一部の実施形態では、近位部分の上面の曲率は、中間部分の上
面の曲率と同じまたは実質的に同じである。一般に、上面の近位部分の曲率は減少し、挿
入セクションと喉頭鏡本体との間に強度がもたらされるようにする。近位部分に対する上
面の実質的に同じ曲率の連続性は、好都合にも、使用中、患者の歯の領域における挿入セ
クションの深さを浅くする。チャネルを設けることによって、近位部分の深さを深くする
ことが不要になるように、チャネルに強化要素を提供することができる。
【００７５】
　近位端部から中間部分の少なくとも一部を通って延在するチャネルを有する実施形態で
は、チャネルは、その長さにわたって一定の横断面を有し得る。一部の実施形態では、チ
ャネルの横断面（断面積、または形状）は、その長さに沿って変化する。例えば、チャネ
ルの横断面は、チャネルの遠位端部の方に向かって減少し得る。
【００７６】
　チャネルは一般に、ほぼ正方形または矩形の横断面を有する。一部の実施形態では、チ
ャネルは、代替的な横断面を有する（および、対応する横断面を有するハードウェア含有
部材を収容するように適合され得る）。例えば、チャネルは円形や卵形の横断面を有して
も、または三角形や多面形の横断面を有してもよい。代替的な横断面は、好都合には、追
加的なチャネルまたは別の装置、例えばチューブガイドまたは光源などのための余裕をも
たらし、挿入セクションの外形寸法を、または気管内チューブがチューブガイドにある場
合には挿入セクションを、最小限にし得る。
【００７７】
　代替的なチャネルの横断面により、挿入セクションの外部面をより滑らかにして（正方
形、矩形、三角形または他の多面形の横断面と比較して）、患者の外傷を最小限にし得る
。これは、より小さなサイズの挿入セクション、例えば子供に使用するサイズにされた挿
入セクションには特に好都合とし得る。
【００７８】
　さらに、代替的なチャネルの横断面、例えば三角形の横断面などが、構造に追加的な剛
性をもたらし、または挿入セクションを、追加的な構造剛性をもたらす横断面を有する強
化部材（ハードウェア含有部材、または１つ以上の強化部材を含むハードウェア含有部材
とし得る）と共に使用できるようにし得る。
【００７９】
　ハードウェア含有部材は、または場合によっては強化部材は、キー状プロファイル（例
えばその長さに沿った刻み目または突起）を備えてもよく、および挿入セクションは、協
働するキー状プロファイルを有するチャネルを備えてもよい。それゆえ、挿入セクション
は、適合したハードウェア含有部材または強化部材とのみ摺動式に係合してもよいし、お
よび／または正しい向きにおいてのみハードウェア含有部材と摺動式に係合してもよい。
【００８０】
　それゆえ、本発明は、別の態様において、本体と、喉頭鏡挿入セクションに摺動式に係
合する本体から延在する細長い部材とを含む喉頭鏡であって、細長い部材が、その長さの
少なくとも一部に沿って少なくとも１つのキー状表面形状を備える横断面を有し、および
チャネルが、チャネルの長さの少なくとも一部に沿って少なくとも１つの協働するキー状
表面形状を備える横断面を有する、喉頭鏡（または他のタイプの挿管器具）に範囲を広げ
る。
【００８１】
　キー状表面形状は、細長い部材およびチャネルの全長に沿って設けられ得る。キー状表
面形状は、横断面の外周の一部、または全てに延在してもよい（それゆえ、チャネルおよ
び細長い部材のいずれかがキー状横断面とし得る）。細長い部材は、チャネルおよび細長
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い部材の横断面の外周の一部または全体で、チャネル（および細長い部材）の長さの全て
または一部に沿ってチャネルと協働しておよび摺動式に係合する。
【００８２】
　細長い部材は、画像取込手段、光源および／または強化部材などのハードウェアを含ん
でもよいし、またはそれらからなってもよい。
【００８３】
　挿入セクションは、好ましくは、細長い部材に解放可能に固定される（洗浄または廃棄
のために取り外すことができるようにする）。
【００８４】
　キー状表面形状は、チャネル内での剛性または可撓性の細長い部材の嵌合および位置決
めを改善する。例えば、細長い部材が可撓性である、または直線である実施形態では、キ
ー状表面形状は、挿入セクションおよび細長い部材が単一の向きでのみ摺動式に確実に係
合し得るようにする（挿入セクションを不適切に細長い部材と係合させることを可能にす
る、丸みを帯びた、正方形、または対称的な横断面の細長い部材およびチャネルを有する
一部の公知の挿管器具とは異なる）。
【００８５】
　さらに、キー状横断面は、細長い部材および／または本体と適合する挿入セクションの
みがそれらと摺動式に確実に係合し得るようにする。
【００８６】
　それゆえ、細長い部材は、その長さに沿って一定の横断面を有してもよいし、またはそ
の長さに沿って１つ以上の異なる横断面を、例えば細長い部材の長さの一部に沿ってキー
状横断面を有してもよい。一部の実施形態では、細長い部材は先細となり、およびその遠
位端部の方に向かって全体的に減少する横断面を有する（および、その長さの一部または
全てに沿ってキー状プロファイルを備え得る）。
【００８７】
　キー状プロファイルは、細長い部材の長さの少なくとも一部に沿って刻み目または突起
、およびチャネルの内面に、（それぞれ）対応する突起または刻み目を含んでもよい。
【００８８】
　細長い部材（およびチャネル）の横断面は、その長さの全てまたは一部に沿って、非対
称的な多面形（非対称的な四面体（ｑｕａｄｒａｈｅｄｒｏｎ）など）であっても、また
は台形であってもよく、横断面は、二等辺三角形であっても、または少なくとも１つの湾
曲した縁部を有する多面形であってもよく、または、細長いハードウェア含有部材が、挿
入セクションに対して単一の向きで摺動式に係合可能であるように、任意の好適なプロフ
ァイルを備えてもよい。
【００８９】
　細長い部材（特に、細長い部材が、挿入セクションを強化するように適合された実施形
態では）および／またはチャネルのキー状横断面は、挿入セクションおよび／または細長
い部材を強化するように適合され得る。
【００９０】
　細長い部材と摺動式に係合する挿入セクションを有する公知の挿管器具は、正方形また
は丸みを帯びた横断面を有し得る。三角形の横断面、または台形の横断面などの好適な向
きにされたキー状横断面は、使用中に挿入セクションに加えられた力により効果的に抵抗
し得る。
【００９１】
　細長い部材は剛性、弾性または可撓性とし得る。
　細長い部材は、挿管器具の挿入セクションを強化するために強化部材を含んでもまたは
それらからなってもよい。例えば、細長い部材は全体的にチューブ状構造とし、その一側
面、またはそれ以上、または全側面が、金属（例えばステンレス鋼またはチタニウム）な
どの弾性の材料または強化材料で構成されている。その代わりに、またはそれに加えて、
強化ロッドまたはチューブが細長い部材内を延在している。
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【００９２】
　細長い部材は、画像取込手段および／または光源を含んでも、それらをさらに含んでも
、またはそれらからなってもよい。画像取込手段は、一般に細長い部材の遠位端部に配置
されたカメラとしてもよく、１つ以上の導電体（１つ以上のワイヤ、または金属性強化部
材とし得る）がカメラから本体まで延在している。カメラはレンズを含んでもよく、また
はレンズは、チャネルの遠位端部に設けられ得る。画像取込手段は、本体に配置されたま
たは他の方法で画像取込手段と通信するカメラに画像を伝達するように動作可能な光ファ
イバー、または光ファイバーバンドルとし得る。
【００９３】
　一部の実施形態では、挿管器具は、挿入セクションの遠位端部にまたはその付近に、照
明をもたらすように動作可能な光源を含み、使用中に患者の体腔を照明する（例えば画像
取込手段が、周辺光がないときに患者の体腔の画像を撮ることができるようにするために
）。ハードウェア含有部材は光源を含んでもよい。光源はチャネルに設けられていてもよ
い（例えば、医療行為中に必要とされる場合には、光源は、細長い部材に隣接したまたは
細長い部材を通してチャネルに摺動式に挿入され得る）。
【００９４】
　一部の実施形態では、光源は挿入セクションと一体である。挿入セクションは、挿入セ
クションの少なくとも一部を通って延在する別のチャネルを含んでもよく、別のチャネル
は、内部に光源を有する。光源は、別のチャネルと摺動式に係合可能とし得る（例えば、
光源として機能する光ファイバーバンドルが、必要に応じて別のチャネルに摺動式に挿入
され得る）。一般に、別のチャネルは、チャネルに実質的に平行に延びる。
【００９５】
　一般に、光源は、細長い部材の外部の光源から光を導くように動作可能な光導波路（例
えば光ファイバーまたは光ファイバーバンドル）である。
【００９６】
　一般に、公知の挿管器具は、挿入セクションに摺動式に係合するために、正方形、丸い
、または矩形の細長い部材を備える。それゆえ、挿入セクションの最小の外形寸法が、細
長い部材を収容するおよび挿入セクションに好適な機能性をもたらすのに十分である必要
がある。
【００９７】
　例えば、典型的な喉頭鏡挿入セクションは、一般に、その少なくとも遠位部分にへら状
の形状を備える。それゆえ、正方形のまたは丸みを帯びた横断面を有する細長い部材に摺
動式に係合するように適合された喉頭鏡挿入セクションは、その長さの少なくとも一部に
沿って延在する好適なサイズのチャネルをさらに含む必要がある。
【００９８】
　いくつかの応用に関して、例えば小児へ使用する場合、挿管器具の挿入セクションの外
形寸法は好都合には最小にされるので、そのような器具のサイズおよび機能は、画像取込
手段などのハードウェアを収容するために、低下し得る。
【００９９】
　従って、好ましい実施形態では、細長い部材およびチャネルの横断面は、挿入セクショ
ンの長さの少なくとも一部に沿って挿入セクションの横断面に全体的に一致する。別のチ
ャネルを備える実施形態では、チャネルおよび別のチャネルは一緒に配置されて、挿入セ
クションの長さの少なくとも一部に沿って挿入セクションの横断面に全体的に一致する。
【０１００】
　例えば、横断面はＬ字形状としてもよく、チャネルの一部分が、挿入セクションの下面
にほぼ平行に整列するようにする。一部の実施形態では、挿入セクションは、１つ以上の
外縁の方に向かって先細となり（本発明の代替的な実施形態に関連して設計されているよ
うに）、チャネルおよび細長い部材の横断面は、対応したテーパ付きのプロファイルを備
える。細長い部材が強化部材からなるまたはそれを含む実施形態では、挿入セクションが
機械的強度を有するための条件が低減される。それゆえ、挿入セクションは、（チャネル
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の長さに沿って）細長い部材を覆うために必要な最小量の材料のみを含む必要があり、そ
れゆえ、細長い部材が好適な横断面を備える場合には、寸法が最小となり得る。
【０１０１】
　細長い部材は、好ましくは連続的な外部面を備える。連続的な外部面には、汚れまたは
感染体で汚染され得る接合部またはシームがない。
【０１０２】
　細長い部材の外部面は、プラスチック材料としても、または金属としてもよい。細長い
部材がその長さに沿って一定の横断面を有する実施形態では、外部面（これも強化部材と
して機能し得る）は押出されてもよく、それゆえ連続的である。外部面は、チューブ状押
出部材とし得る（金属性またはプラスチック）。
【０１０３】
　一部の実施形態では、細長い部材は成形され、成形プラスチック材料としてもよく、お
よび、ハードウェアの１つ以上の部品（画像取込手段、光源および／または１つ以上の強
化部材など）を覆うように成形されてもよく、それゆえ、連続的な外面を備える。
【０１０４】
　従来の喉頭鏡挿入セクションは、挿入セクションの長さに沿って湾曲しかつ横方向に全
体的に平坦な下面を有する。特に中間部分の、全体的に横方向に平坦な下面は、使用中に
、患者の気管および喉頭蓋の直視を最良にする。しかしながら、使用中に力が加えられて
挿入セクションが曲げられると、下面の外縁は、下面の方へ引っ張られ、下面は、上面の
方へ向かって横方向に弓状になり、力が加えられると直視をしにくくする。
【０１０５】
　それゆえ、好ましくは、下面は、下面の外縁から下面の外縁の方へ角度が付けられる。
下面は、好ましくは横方向に凸状となっている。
【０１０６】
　それゆえ、挿入セクションが使用中に曲がり、かつ下面の外縁が上面の方へ撓む場合、
下面は、上面にほぼ平行に引かれ、および、横方向の凹状の下面を有する実施形態では、
下面の曲率が低下する。それにより、挿入セクションは、使用中、曲げられると直視に最
適となる。最適な形状は、一般に通常の作動力下に存在する。
【０１０７】
　好ましくは、例えば、中間部分にアパーチャを有する実施形態では、中間部分の下面の
外縁の撓みは、遠位部分の下面の外縁の撓みよりも大きい。
【０１０８】
　それゆえ、本発明は、第３の態様において、湾曲した上面と、外縁を備える湾曲した下
面とを有する喉頭鏡挿入セクションであって、下面が、凹状の横方向曲率を有し、かつ下
面に力が加えられていないときに下面の外縁から上面の方に向かって傾斜する、喉頭鏡挿
入セクションに範囲を広げる。
【０１０９】
　使用中、下面に力が加えられ、挿入セクションが曲げられるとき、下面は、上面の方に
向かって撓み、および下面の横方向曲率が低下する。
【０１１０】
　さらなる好ましいおよびオプションの機能は、第１、第２および第６～第９の態様の好
ましいおよびオプションの機能に対応する。
【０１１１】
　本発明はまた、第４の態様において、湾曲した上面と、湾曲した下面と、喉頭鏡挿入セ
クションの長さの少なくとも一部を通って延在し、内部下面を有するチャネルとを有する
喉頭鏡挿入セクションであって、少なくとも１箇所において、チャネルの内部下面と、チ
ャネルの直接下方にある下面との間の距離が２ｍｍ超である、喉頭鏡挿入セクションに範
囲を広げる。
【０１１２】
　さらなる好ましいおよびオプションの機能は、第１、第２および第３、第７～第９の態
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様に関連して説明したものに対応する。
【０１１３】
　本発明の第５の態様によれば、本体部分と、第１、第２、第３または第４の態様による
喉頭鏡挿入セクションとを含む喉頭鏡が提供される。挿入セクションは本体部分に解放可
能に固定され得る。
【０１１４】
　チャネルに、カメラ、光源、光導波路、強化部材、画像取込装置、ガス供給装置のうち
の１つ以上が設けられ得る。
【０１１５】
　一部の実施形態では、ハードウェア含有部材が、喉頭鏡本体から延在し、かつチャネル
内に摺動式に収容される。ハードウェア含有部材は強化部材として機能し、かつ、カメラ
、光源、光導波路、強化部材、画像取込装置、ガス供給装置のうちの１つ以上または全て
を含み得る。
【０１１６】
　本発明の第６の態様によれば、喉頭鏡本体と、喉頭鏡本体に解放可能に接続する近位部
分、中間部分、および遠位部分を有する喉頭鏡挿入セクションとを含むキットであって、
喉頭鏡挿入セクションは、湾曲した上面と、湾曲した下面と、挿入セクションの近位端部
から中間部分の少なくとも一部を通って延在し、内部下面を有するチャネルとを有し、内
部下面の曲率が下面の曲率よりも大きく、および下面と上面との間の距離が中間部分内で
最大である、キットが提供される。
【０１１７】
　喉頭鏡本体は、喉頭鏡挿入セクションのチャネル内に取り外し可能に保持可能なプラグ
を含んでもよい。
【０１１８】
　キットは、第１、第２、第３および／または第４の態様の、複数の喉頭鏡挿入セクショ
ンを含んでもよい。キットは、サイズの異なる喉頭鏡挿入セクションを含んでもよい。
【０１１９】
　第５および第６の態様のさらなる好ましいおよびオプションの機能は、第１～第４およ
び第７～第９の態様の好ましいおよびオプションの機能に対応する。
【０１２０】
　本発明は、第７の態様において、湾曲した上面と、湾曲した下面とを有する喉頭鏡挿入
セクションであって、挿入セクションの中間部分において、上面および下面が実質的に一
定の半径の湾曲を有し、上面の曲率半径は下面の曲率半径よりも小さい、喉頭鏡挿入セク
ションに範囲を広げる。
【０１２１】
　それゆえ、挿入セクションは、患者のパレット（ｐａｌｅｔｔｅ）の周りで湾曲する個
所において、使用中に患者の歯を越えて延在する個所よりも薄い。
【０１２２】
　上面が、挿入セクションの近位部分において同じ曲率半径を有し、挿入セクションの近
位部分および中間部分の上面が円弧を描くとし得る。上面は、挿入セクションの遠位部分
において小さな曲率半径で湾曲し得る。一般に、挿入セクションの下面の曲率は、挿入セ
クションの近位部分において、中間部分の曲率とは異なる。挿入セクションの近位部分に
おいて、上面および下面が同心円の弧を描くとし得る。
【０１２３】
　中間部分において、下面の曲率半径は、４０ｍｍ～２２０ｍｍ、好ましくは６０～１８
０ｍｍ、一層好ましくは９０～１５０ｍｍであるとし得る。
【０１２４】
　中間部分において、上面の曲率半径は、４０ｍｍ～１２５ｍｍ、好ましくは７０ｍｍ～
９５ｍｍであるとし得る。
【０１２５】
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　喉頭鏡挿入セクションは、中心線を有する喉頭鏡本体に結合されるか、または中心線を
有する喉頭鏡本体に結合されるように構成されるかのいずれかである。中間部分において
、前記中心線と、下面の曲率中心との間の距離は６０ｍｍ未満であるとし得る。好ましく
は、前記中心線と下面の曲率中心との間の距離は３０ｍｍ～６０ｍｍの範囲であり、およ
び曲率中心は、中心線の挿入セクションの方へ向かう側にあるとし得る。
【０１２６】
　中間部分において、前記中心線と上面の曲率中心との間の距離は２０ｍｍ～１００ｍｍ
（一層好ましくは４５ｍｍ～７５ｍｍ）の範囲であり、および曲率中心は、中心線の挿入
セクションの方へ向かう側にあるとし得る。
【０１２７】
　好ましくは、下面の曲率中心は、上面の曲率中心よりも前記中心線に近い。
　好ましくは、挿入セクションと下面の曲率中心との間の距離は、挿入セクションと上面
の曲率中心との間の距離よりも大きい。
【０１２８】
　好ましくは、挿入セクションは、気管内の挿管中に、使用者が気管を直視または間接視
し得るように構成される。
【０１２９】
　本発明の第８の態様によれば、湾曲した上面と、湾曲した下面とを有する喉頭鏡挿入セ
クションであって、挿入セクションの近位部分において、上面および下面が実質的に同心
円の弧を描く、喉頭鏡挿入セクションが提供される。
【０１３０】
　すなわち、近位部分において、上面および下面の各々が、中心が一致する円のセグメン
トを描く。それゆえ、近位部分は、例えば、上面が全体的に喉頭鏡ハンドルの長さ部分に
垂直に延在する伝統的なＭａｃｉｎｔｏｓｈ型ブレードの場合よりも狭小となり得る。
【０１３１】
　本発明の第９の態様では、湾曲した上面と、湾曲した下面とを有する喉頭鏡挿入セクシ
ョンであって、挿入セクションの中間部分において、上面および下面が実質的に一定の半
径の湾曲を有し、上面の曲率中心および下面の曲率中心が少なくとも１５ｍｍ離れている
、喉頭鏡挿入セクションを提供する。
【０１３２】
　好ましくは、中間部分において、下面の曲率中心と上面の曲率中心との間の距離は１５
０ｍｍ未満である。好ましくは、中間部分において、下面の曲率中心と上面の曲率中心と
の間の距離は２５～７５ｍｍの範囲にある。
【０１３３】
　本発明の第１～第９の態様のいずれか１つに関連して説明したオプション機能は、本発
明の第７、第８および第９の態様のオプション機能である。
【０１３４】
　本発明の第１０の態様によれば、本体部分と、第７、第８または第９の態様による喉頭
鏡挿入セクションとを含む喉頭鏡が提供される。挿入セクションは本体部分に解放可能に
固定され得る。
【０１３５】
　以下、本発明の実施形態の例を、以下の図面を参照して説明する。
【図面の簡単な説明】
【０１３６】
【図１】喉頭鏡挿入セクションの側面図である。
【図２】図１の喉頭鏡挿入セクションの、反対側の側面図である。
【図３】図１の喉頭鏡挿入セクションの近位端部からの図である。
【図４】喉頭鏡挿入セクションの概略的な側面図である。
【図５ａ】ａに沿って取った図４の挿入セクションの横断面である。
【図５ｂ】ｂに沿って取った図４の挿入セクションの横断面である。
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【図５ｃ】ｃに沿って取った図４の挿入セクションの横断面である。
【図５ｄ】ｄに沿って取った図４の挿入セクションの横断面である。
【図５ｅ】ｅに沿って取った図４の挿入セクションの横断面である。
【図６】喉頭鏡挿入セクションの代替的な実施形態の概略的な側面図である。
【図７】いくつものまたは代替的なチャネルの横断面を示す
【図８】ａに沿って取った図６の喉頭鏡挿入セクションの拡大断面図を示す。
【図９】公知の喉頭鏡挿入体の様々な横断面プロファイルを示す。
【図１０】本発明の挿管器具の挿入体の様々な横断面を示す。
【図１１】本発明の挿管器具の挿入体の様々な別の横断面を示す。
【発明を実施するための形態】
【０１３７】
　図１は、近位部分３と、中間部分５と、遠位部分７とを含む本発明の喉頭鏡挿入セクシ
ョン１の側面図を示す。図１および図２にはその中心軸Ａが示されているチャネル９（そ
の長さにわたって一定の横断面を有する）が、近位端部１１から挿入セクションの近位部
分および中間部分を通って延在する。チャネルの遠位端部はレンズ１３を備え、およびチ
ャネルは、硬性喉頭鏡用のカメラスティック（図示せず）を摺動式に収容するようなサイ
ズである。挿入セクションの近位端部に隣接して、挿入セクションを喉頭鏡本体に取り外
し可能に固定するための、弾力性のあるタブ１５が設けられる。
【０１３８】
　挿入セクションは、使用中に患者の舌および喉頭蓋と関わり合う、挿入セクションの長
さのかなりの部分に沿って延在する、湾曲した下面１７と、湾曲した上面１９とを有する
。
【０１３９】
　チャネルの曲率（および、チャネルの長さにわたるその一定の横断面のおかげで、その
内部下面）は、上面の曲率と同じである。
【０１４０】
　チャネルおよび上面の曲率は、下面の曲率よりも大きい。
　従って、挿入セクションの深さは、中間部分において最大深さＤＭＡＸに達する。さら
に、下部の上面の曲率は近位部分にまで及ぶため、近位部分の幅ＤＰは、多くの従来の喉
頭鏡挿入セクション（Ｍａｃｉｎｔｏｓｈ型ブレードなど）と比較して非常に小さい。
【０１４１】
　代替的な実施形態では、チャネルの曲率は、その長さの一部または全てに沿って上面の
曲率とは異なるが、全体的に、チャネルが延在する挿入セクションの部分に沿っては実質
的に同様の曲率である。一部の実施形態では、チャネルの横断面はその長さに沿って変化
し、例えばチャネルの横断面は、その遠位端部の方に向かうにつれてサイズが小さくなっ
てもよい。
【０１４２】
　図示の実施形態では、上面および下面の曲率は、それぞれ、それらの全長に沿って単一
の半径によって規定される。代替的な実施形態では、一方または双方の面の曲率は変化し
てもよい。例えば、下面の曲率は遠位部分において小さくてもよいし、または中間部分と
遠位部分との間の前記両面の曲率は、遠位部分が中間部分からある角度をなして延在する
ように、両側よりも大きくてもよい。
【０１４３】
　細長いアパーチャ２１が、チャネルと下面との間で中間部分を通って延在する。アパー
チャの下部内面２３は下面と平行に延在する。
【０１４４】
　使用中、挿入セクションは、ビデオ喉頭鏡のカメラスティック（その遠位にカメラを有
する）を覆うように摺動式に装着され、かつ、喉頭鏡の本体に固定される。一般に、カメ
ラスティックは光源も含む。医療行為の最中、下面は、レンズによって患者の気管および
喉頭蓋の間接視を提供するために患者の舌を巧みに扱うために適用される。挿入セクショ
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ンの遠位部分を使用して声門の組織を巧みに扱う。近位領域は患者の口から延出する。
【０１４５】
　挿入セクションは、一般に、口腔に優しくかつ注意深く挿入されるが、その後、力（場
合によってはかなりの力）を加える必要があることがある。近位領域は、患者の口および
歯から延出するので、好都合にも寸法を小さくして、近位部分の上面の曲率のおかげで、
喉頭鏡が力強く操作されているときに患者の口および歯に外傷を引き起こす可能性を低減
させる。
【０１４６】
　下面の曲率は、チャネルおよび上面の曲率と比較して、挿入セクションが、医療行為の
最中に最大の応力を受けかつ最大量の余裕がある（すなわち患者の口腔内で）中間部分に
おいて、確実に最も大きくかつ最も強くなるようにしている。
【０１４７】
　加えて、アパーチャは、上面の方へ向かう下面の性質に起因する下面の遠位部分にかか
る圧力ゆえに挿入セクションに曲がりが生じるときに、応力を軽減させる。
【０１４８】
　下部の曲率はまた、喉頭鏡の使用時に直視を可能にする一方、チャネルの曲率は、間接
的な前面部の像を提供するために最適にされたビデオ喉頭鏡のカメラスティックに適合す
る。挿入セクションが交換可能であることによって、様々な状況において単一の喉頭鏡を
使用することができる。例えば、本発明の挿入セクションを、喉頭鏡に電気的故障がある
場合に使用してもよく、前面部の間接視を開始する手順を、単一の喉頭鏡本体およびカメ
ラスティックを使用して直視で完了してもよい。
【０１４９】
　図３から最もよく分かるように、下面の外縁２３は、その長さに沿って上面を越えて横
方向に延在し、および上面の外縁２５は、下面を越えて横方向に延在する。
【０１５０】
　図４は、挿入セクション１の概略的な側面図を示し、および図５ａ～５ｅは、ａ、ｂ、
ｃ、ｄおよびｅに沿って取った横断面をそれぞれ示す。横断面は、全体的にバトレスとし
て形成されるように上面および下面の長さに沿って外縁２３および２５の方へ先細となっ
ており、（全体的に三角形であるおかげで）材料を最小限にして挿入セクションに機械的
強度をもたらし、特に、横方向に最大限に延在する下面への支持をもたらす。
【０１５１】
　一般に、ビデオ喉頭鏡のカメラスティックも強化部材として機能する（それゆえ、近位
部分は狭小のままとすることができる）。それゆえ、チャネルの端部の領域にある下面か
らバトレス領域２７を通って伝達される力が、強化部材に伝達される。この点において、
使用中に、下面の遠位部分に加えられる力から、強化部材の端部の周りに最大トルクが生
成される。下面および上面からバトレス領域が延在することによって、チャネル壁を非常
に薄くすることが可能となり、およびチャネル壁３１の厚さＴ（図３および図４から最も
明白に分かり得る）は１ｍｍ未満であり、（一部の領域では）０．６ｍｍ程度の薄さであ
る。
【０１５２】
　再度図３を参照すると、バトレス領域２９の上面と、挿入セクションの長さに沿った下
面に垂直な平面との間の角度αは、最適には約１１５度である。代替的な実施形態では、
角度は、１つまたは複数のバトレス領域の長さの一部または全てに沿って、大きくまたは
小さくなる。例えば、一部の実施形態では、角度は、チューブガイドおよびそこに挿入す
るための気管内チューブ用の経路を提供するために小さくなる。
【０１５３】
　図６は、本発明の喉頭鏡挿入セクション１００の別の実施形態を示す。挿入セクション
１００の外部特徴の全ては、上述の挿入セクション１と同一である。
【０１５４】
　挿入セクション１００は、中間部分および遠位部分に供された金属性強化要素１０２を
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含む。強化要素は、全体的に平面的であり、かつ下面および上面にほぼ垂直に延在するの
で、使用中に下面に加えられる曲げ力に抵抗することができる。加えて、アパーチャ１２
１が強化要素を通って延在して、強化要素の張力部分１４０がアパーチャと下面との間で
挿入セクションの中間部分にわたって延在するようにする。金属強化要素の張力部分は、
好都合には張力に強く、それゆえ、使用中に加えられる張力に対する下面の抵抗力を高め
る。
【０１５５】
　一部の実施形態では、強化要素はさらに、中間部分および遠位部分において下面に平行
に延在し、強化要素の２つの平面領域は、挿入セクションの前記部分の長さに沿って約９
０度で交わる。任意選択で、強化要素は、中間部分および／または近位部分の上面に平行
に延在する第３の平面部分を含んでもよく、強化要素が、少なくとも中間部分においてチ
ャネルの周りにＵ字形状の梁を形成するようにして、挿入セクションに追加的な強度をも
たらす。
【０１５６】
　図１～６に示す挿入セクションのチャネルの横断面はほぼ正方形であり、かつチャネル
の長さに沿って一定である。代替的な実施形態では、チャネルは、チャネルの長さに沿っ
て変化する横断面を備えてもよいし、または形状が異なる横断面を備えてもよい（例えば
横断面１１０、１１２、１１４、１１６および１１８）。
【０１５７】
　三角形の横断面１１０は、チャネルに隣接するチューブガイドに余裕をもたらし、気管
内チューブ（またはチューブガイド要素）が、チャネルが正方形の横断面であった場合と
同程度に、チャネルから横方向に延在しないようにし得る。１１２または１１４などの多
面形の横断面は、全体的に正方形の横断面を有するカメラスティックのほか、追加的なチ
ューブ、光源、強化部材、またはチャネルに挿入されるべき他の装置のための余裕をもた
らす。１１６または１１８のような１つ以上の曲面を備える横断面は、挿入セクションの
外面をより滑らかにでき、使用中に、特に空間が限定されている箇所での患者の外傷を減
らすのを助ける（例えば子供を扱う医療行為において）。
【０１５８】
　従来の挿入セクションは、挿入セクションの長さに沿って湾曲しているが横方向には全
体的に平坦である下面を有する。全体的に横方向に平坦な下面は、使用中に、患者の気管
および喉頭蓋を最も良く直接観察できる。しかしながら、使用中に力が加えられて挿入セ
クションが曲げられると、下面は、上面に向かって横方向に曲がり、力が加えられるとき
に直視しにくくする。
【０１５９】
　図８は、線ａ（図６）を通る挿入セクション１００の別の図を示す。下面は、従来の挿
入セクションと比較して横方向曲率がわずかである。横方向曲線１５０の頂点（下面の横
方向中間点における）は、上面の外縁２５の方へ角度が付けられた接線１６０を有する。
【０１６０】
　従来の挿入セクションのように、使用中に力が加えられて挿入セクションが曲がると、
下面の外縁２３は、位置２４で示すように上面の方へ向かう。横方向曲率の頂点は、位置
１５２の方に外側へ広がり、下面は、内部表面の中間点の接線１６２によって示すように
、上面にほぼ平行に延在し、かつ、挿入セクションが曲げられると下面の横方向曲率は、
小さくなる。
【０１６１】
　従って、下面は、使用中に力が加えられると、患者の気管および喉頭蓋を直視するのに
最適な位置をとる。
【０１６２】
　開業医が直視できる性能は、主に中間部分の曲率によって決定されるため、アパーチャ
の領域における下面が追加的に曲がることが特に有利である。
【０１６３】
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　図９は、公知の喉頭鏡挿入体（一般に、カメラ、または画像取込手段、および／または
光源として機能する光ファイバーバンドルを含む細長いハードウェア含有部材）の横断面
プロファイルＡ～Ｅを示し、挿入体は、対応する横断面を有するチャネルが部分的に内部
に延在する挿入セクションと、摺動式に係合するように適合されている。
【０１６４】
　以前から公知の挿入体は、高さ：幅の比が約１：１の横断面（横断面Ａ）を有し得る、
または矩形の横断面（横断面Ｂ）を備え得る。一般に、タイプＢの横断面の挿入体の長辺
は、それに固定された喉頭鏡ブレードの下面にほぼ垂直に延在する。タイプＡおよびＢの
横断面の挿入体は、一般に剛性であり、一定の横断面であってもよいし、または喉頭鏡の
本体から挿入体の遠位端部の方へ先細となっていてもよく、かつ挿入セクションを強化す
るように機能し得る。近位端部においてタイプＢの横断面を有し、かつ遠位端部において
タイプＡの横断面になるように先細となるまたはタイプＡに向かう（すなわち高さ：幅の
比が遠位端部に向かって小さくなる）挿入体が公知である。
【０１６５】
　横断面Ｃは、公知の可撓性挿入体の特徴である（すなわち、一般に軟質プラスチックの
ケーシング内の光ファイバーバンドルからなる可撓性の細長い部材であり、光ファイバー
は画像取込手段および／または光源として機能し、または可撓性の細長い部材は、その遠
位端部に、カメラ、例えばＣＣＤなどと通信する配線を含む）。
【０１６６】
　横断面Ｄは、その近位端部において大きな断面積で始まった後、その長さに沿って（喉
頭鏡の挿入セクションを通って）全体的に円形のケーブル様の形状へと先細となり、かつ
その遠位端部において高さ：幅の比が約１：１の全体的に正方形の横断面を有する（カメ
ラおよび照明素子が配置されている）「ビデオバトン（ｖｉｄｅｏ　ｂａｔｏｎ）」とし
て知られているタイプの挿入体を示す。
【０１６７】
　そのような公知の喉頭鏡挿入体の構造は、一般に複雑である。分解した横断面Ｅは、剛
性挿入体（例えばＡまたはＢ）の典型的な構造を示す。剛性挿入体は、従来、２つの部分
２０１および２０２で構成されて、製造プロセスの最中に、（接着または溶接により）そ
れらの長さに沿って接合されている。
【０１６８】
　製造コストは、シールが確実に形成されることを保証するために、増大する。さらに、
シームは、挿入体の機械的に弱い点であるため、摩耗および引裂きまたは衝撃（例えば落
とした場合）によってぱっくり割れやすい。さらに、比較的強度があっても、シームまた
は接合部はダートトラップを提供する。
【０１６９】
　公知の挿入体はまた、いくつもの向きで挿入セクションに挿入可能とし得る。例えば、
横断面の丸い挿入体は、挿入セクションのチャネルにいずれの向きで摺動式に挿入しても
よく、それゆえ、挿入セクションを本体に固定するように向きを正すために使用者が挿入
体の周りで挿入セクションをねじることによって、追加的なねじり歪みが加えられ得る。
同様に、丸い、正方形のまたは矩形の直線状挿入体は、いくつもの向きで挿入セクション
のチャネルに摺動式に挿入してもよく、かつ不適当な係合は設置時間を長引かせるため、
救急医療時には望ましくない。加えて、公知の挿入体に、互換性のない挿入セクションを
設置することを可能としてもよい。
【０１７０】
　図１０は、本発明の挿管器具の挿入体のいくつもの横断面Ｆ～Ｊを示す。横断面Ｆ～Ｊ
は、好適な挿入セクションのチャネルの断面形状に対応する、または、一部の実施形態で
は、横断面の外周の一部におよび／またはチャネルの長さの一部に沿って協働的に係合す
る。
【０１７１】
　横断面Ｆはキー状プロファイル２００を含み、それにより、タイプＦ１の横断面を備え
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る（対応するキー状プロファイル２０８を備える）チャネルに摺動式に挿入される、剛性
、部分的に剛性または可撓性の挿入体のいずれかとの嵌合および位置決めを改善できる。
Ｆのようなキー状横断面を有する挿入体はまた、対応するキー状横断面を有するチャネル
を備える挿入セクションにのみ適合する、および逆の場合も同じである。
【０１７２】
　横断面Ｇは、公知の丸みを帯びたまたは直線的な横断面の挿入体よりも、挿入セクショ
ンの横断面によりぴったりと合う、代替的な、全体的にＬ字形状のキー状横断面を示す。
【０１７３】
　別の光学（または他の）センサまたは照明装置２０３が、棚領域２０４（それに摺動式
に係合された挿入セクションの下面にほぼ平行に整列する）内に設けられ、空間を効率的
に使用するようにし、それゆえ、これまで可能であったよりも小型化を進めるのを容易に
し得る。
【０１７４】
　横断面Ｈは横断面Ｇと同様であり、および、下面の外縁から延出するテーパ付きバトレ
ス形状を備える挿入セクションの近位部分および遠位部分の横断面によりぴったりと合う
。従って、横断面Ｈの棚部分２０５は外縁２０６に向かって先細となっている。それゆえ
、その長さの一部（および好ましくは全て）に沿って横断面Ｈを備える剛性挿入体は、手
術での使用時に、それを取り囲む挿入セクション（例えば喉頭鏡ブレード）にさらなる構
造的な支持をもたらす。
【０１７５】
　一実施形態では、棚部分２０５の遠位端部は、開放部分２０７の遠位端部を越えて延在
して、喉頭鏡ブレードの遠位部分または他のタイプの挿入セクション（チャネルから延在
する好適なキャビティを備える）まで延在し、それに構造的な支持をもたらす。
【０１７６】
　横断面Ｉは、挿入セクションの小型チャネルに挿入するための狭小な第１の挿入体の横
断面２１０を示す。横断面２１１を有する第２の挿入体がまた、任意選択で挿入セクショ
ンの対応する別のチャネルに挿入されるように設けられてもよく、このチャネルおよび別
のチャネルは、横断面Ｉに示すような挿入セクションの横断面に一致するように配置され
る。別のチャネルは、光源などの別のプローブを収容するように適合してもよく、および
構成全体によって、以前可能であったものよりも寸法の小さな挿入セクションを有する挿
管器具が、患者の声帯などを直視しようとする使用者の視線を改良するように動作可能と
なるようにできる。横断面２１０を有する第１の挿入体の高さ：幅の比は、２．５：１ま
たはそれ以上である。好ましい実施形態では、幅は１ｍｍ未満であり、および高さは２．
５ｍｍ以上である。
【０１７７】
　横断面Ｊは、例えば歯間のアクセスが例えば１０ｍｍ未満の、口の開きが小さい患者の
ための薄型の挿入セクションに好適である。挿入体は、一般に、使用中、挿入セクション
の下面にほぼ平行な長辺によって向きが決められる。挿入体は、少なくとも１：１．５の
最小の高さ：幅の比を有する。好ましい実施形態では、挿入体は、２ｍｍ未満の高さおよ
び３ｍｍ以上の幅を有する。
【０１７８】
　図１１は、いくつもの代替的な挿管器具の挿入体の横断面Ｋ～Ｐを示し、挿入体は、そ
の長さに沿って一定の横断面を有する。そのような挿入体、またはそれらの外部ケーシン
グは、連続的な外面を形成するために、任意の好適な方法による押出、電鋳、吹き込み成
形または鋳造に好適である。それゆえ、外面は防水性にされてもよく、かつ、汚染される
可能性のあるシームまたは接合部などの表面特徴を含まない。それゆえ、そのように製造
された挿入体は、構造的完全性が改善されており（接合部またはシームがないため）、洗
浄が簡単であり、かつより衛生的である。
【０１７９】
　横断面Ｋは、押出された挿入体ケーシングの正方形の横断面である。
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　横断面Ｌは、金属チューブ（円形または任意の他の横断面とし得る）などの内部コア２
１２をさらに含み、内部コアは、さらなる強度をもたらし、かつ電子機器や他のハードウ
ェアが通過できる内腔２１４を有する。外側部分の材料２１５は金属でもよいし、または
、外側部分は、連続的な外面を形成するために、チューブに鋳造または成形される（そし
て体積部２１６の全体を占める）プラスチック材料としてもよい（内部コアによって強度
がもたらされているため）。別の実施形態では、内部コアは可撓性があり、かつ弾性また
は剛性の外側部分に挿入されるか、あるいは、弾性または剛性の外側部分の材料を内部コ
アに鋳造または成形して、構造的完全性をもたらしてもよい。
【０１８０】
　横断面Ｍは、製造中に挿入体に成形または鋳造されたいくつもの個別のケーブル２２０
（導線および／または光ファイバーおよび／またはキャピラリとし得る）を含む挿入体で
ある。
【０１８１】
　横断面Ｎは、カプセル化された強化部材２２２をさらに含む挿入体の横断面を示す。一
部の実施形態では、強化部材は、製造中、外側部分の材料２２４の鋳造または成形の前に
、予備組立てされたケーブルのマウントとして機能する。強化部材は、外側部分の材料内
に完全にまたは部分的に埋め込まれ得る。強化部材はまた、電気的な接地として機能して
もよいし、または挿入体の遠位端部にある、またはチャネルの遠位端部にある電気装置（
カメラなど）からの電流または他の電気信号を伝達してもよい。
【０１８２】
　横断面Ｐは、いくつもの強化部材２２２を有する挿入体の横断面を示す。図示の実施形
態では、複数の強化部材は、全体的に平面的であり、および互いに平行しており、および
挿入セクションの下面にほぼ垂直に延在して、使用中の挿入セクションの曲げに抵抗する
ようにする。任意選択で、挿入体は、個別の光または電気ケーブル（図示せず）を含んで
もよく、それは、製造中、サブアセンブリとして、１つ以上の強化要素によって支持され
得る。
【０１８３】
　喉頭鏡挿入セクションの下面および上面の形状にはいくつもの他の利点がある。図１２
および図１３は、挿入セクションを備える喉頭鏡を通る横断面である。挿入セクションの
中間部分は、下面１７および上面１９を有し、それら面は実質的に絶えず湾曲しているが
、２つの面は、異なる曲率半径を有する。図面は、喉頭鏡の中間部分の下面および上面の
曲率中心Ｃ１、Ｃ２、ならびにそれぞれの曲率半径（ｒ１、ｒ２）、挿入セクションが喉
頭鏡ハンドルから延在するのと同じ向きで正でありかつ反対の向きでは負である、喉頭鏡
ハンドルの中心線からの各曲率中心の距離（ｘ１、ｘ２）、および喉頭鏡挿入セクション
からの各曲率中心の距離（ｙ１、ｙ２）を示す。
【０１８４】
　挿入セクションの中間部分において、下面の曲率半径（ｒ１）は上面の曲率半径（ｒ２

）よりも大きい。ｙ１もｙ２よりも大きく、およびｘ２はｘ１よりも大きい。それゆえ、
挿入セクションは、患者のパレットに延在する箇所で厚みがある。下面の曲率が比較的漸
進的である結果、使用者は直視および間接視の双方を得ることが可能である。
【０１８５】
　挿入セクションの近位部分において、上面の曲率は、中間部分の上面の曲率と連続的で
ある。上面は、近位部分と中間部分で同じ曲率中心を有してもよい。しかしながら、下部
の曲率は近位部分で変化し、および下面および上面は双方とも、近位部分において同じ曲
率中心Ｃ２を有する。それゆえ、挿入セクションは、直視を可能にする従来のブレード、
例えば従来のＭａｃｉｎｔｏｓｈ型ブレードなどとは対照的に、ブレードが患者の口に隣
接する箇所で比較的薄い。遠位端部の方に向かって、上面の曲率はさらに変化し、挿入セ
クションは狭小になる。
【０１８６】
　さらなる変形および修正を、本明細書で説明する本発明の範囲内でなし得る。
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